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春
風
の
な
か
、町
営
バ
ス
が
ゆ
く



西日本JRバス園福線の撤退が表明されているな
か、町民の皆さんの暮らしを支える交通機関の存続を
求めるよう、京丹波町、亀岡市、南丹市から構成する
団体で要望を続けています。
なお、存続が厳しい場合においても、代替え策を検
討するなど、本町では日々の暮らしを支える公共交通
の確保に努めています。

西日本JRバス園福線の維持求め要望
乗車料金は
一乗車

200円
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子
ど
も
た
ち
の
通
学
に

町
内
の
小
中
学
校
で
は
、自
宅
か
ら

学
校
ま
で
の
距
離
が
遠
い
子
ど
も
た
ち

2
5
0
人
が
、町
営
バ
ス
を
利
用
し
て

い
ま
す
。少
人
数
で
の
登
下
校
や
、車
の

交
通
量
が
多
い
通
学
路
も
、町
営
バ
ス

の
利
用
で
安
心
で
す
。

和
知
小
学
校
へ
通
う
子
ど
も
た
ち
は

「
家
か
ら
学
校
ま
で
遠
い
か
ら
、バ
ス
が

あ
っ
て
う
れ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

町
営
バ
ス
は
、子
ど
も
た
ち
を
学
校
へ

送
り
出
す
保
護
者
に
と
っ
て
も
頼
も
し

い
存
在
で
す
。

高
齢
者
の

買
い
物
や
通
院
に

樋
口
和
男
さ
ん（
小
畑
区
・
83
歳
）は
、

週
に
１
度
、小
畑
バ
ス
停
か
ら
道
の
駅

「
丹
波
マ
ー
ケ
ス
」ま
で
、町
営
バ
ス
を

乗
り
継
ぎ
、食
料
品
の
買
い
物
に
で
か

け
ま
す
。９
時
11
分
、小
畑
を
出
発
す
る

バ
ス
に
乗
り
込
み
、和
知
駅
で
バ
ス
を

乗
り
換
え
、10
時
14
分
に
道
の
駅「
丹
波

マ
ー
ケ
ス
」に
到
着
し
ま
す
。

「
人
に
頼
っ
て
ば
っ
か
り
も
申
し
訳
な

い
。車
に
乗
れ
へ
ん
で
な
、バ
ス
が
無
い

と
困
る
」と
話
す
樋
口
さ
ん
。親
せ
き
の

す
す
め
で
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
樋

口
さ
ん
に
と
っ
て
、町
営
バ
ス
は
生
活
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
を
見
渡
す
と
、一
家
に
一
台
の

車
。さ
ら
に
は
、一
人
一
台
所
有
す
る

家
庭
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。し
か

し
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、車
に
乗
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
が
お
ら
れ
ま

す
。そ
ん
な
中
、外
出
や
移
動
の
頼
り

に
な
る
の
が
、だ
れ
で
も
安
心
し
て

利
用
で
き
る
町
営
バ
ス
で
す
。

日
々
の
暮
ら
し
を
支
え
る
町
営
バ
ス

ひ  

ぐ
ち 

か
ず  

お

特
集

町
営
バ
ス
の

利
用
ポ
イ
ン
ト

割
引
制
度

●
65
歳
以
上
の
方
に
半
額
乗
車
券
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

●
障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
と
そ
の
同
乗
者
は
、証
明

書
の
提
示
で
料
金
が
半
額
と
な
り
ま
す
。

●
12
歳
未
満
の
料
金
は
半
額
で
す
。

※

大
人
と
同
伴
の
６
歳
未
満（
就
学
前
）の
幼
児
は
無
料
。

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方
へ
の
支
援

運
転
に
不
安
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
方
は
、運
転
免
許

証
の
自
主
返
納
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
町
内
で
は
、年
間

50
人
を
超
え
る
人
が
、運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
て
い

ま
す
。

町
内
く
ま
な
く
運
行
中
！

町
営
バ
ス
は
全
部
で
14
路
線
。役
場
や
病
院
、道
の
駅
を

結
ぶ
路
線
な
ど
、町
内
全
域
を
運
行
し
て
い
ま
す
。（
詳
し
く

は
４
〜
５
ペ
ー
ジ
へ
。）

　

問　

企
画
情
報
課　

℡
８
２
ー
３
８
０
１

路
線
バ
ス
１
万
円
分
の
利
用
券
の
交
付

（
町
営
バ
ス
全
路
線
、Ｊ
Ｒ
バ
ス
園
福
線
）

交
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
１
万
円
分
の
交
付

ま
た
は

※

１
人
１
回
に
限
る
。

★★★



一乗車

200円

時刻表はこちら

大きな車窓から見
える町内の景色を
お楽しみください。

なごみ なごみ
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特集　日々の暮らしを支える町営バス

町営バス路線図
町内くまなく運行中
■路線の種類

 G50 丹波日吉線 京丹波町役場⇔日吉駅
 19 丹波桧山線 京丹波町役場⇔桧山
 W20 丹波和知線 丹波マーケス⇔和知駅
 M72 高原下山線 京丹波町役場⇔下山駅
 26 竹野線 京丹波町役場⇔笹尾
 M12 質美線 桧山⇔下山駅
 16 小野鎌谷線 桧山⇔鎌谷奥
 13 猪鼻戸津川線 桧山⇔戸津川
 W10 桧山和知線 桧山⇔和知駅
 W31 長瀬線 和知駅⇔大野ダム
 W41 仏主線 和知駅⇔仏主
 W63 才原大簾線 和知駅⇔才原
 W45 上乙見線 和知駅⇔上乙見
 W75 道の駅和線 和知駅⇔道の駅和

丹波自然運動公園で、春のピクニックはいかが？
　　「和知駅」からのおすすめ路線
　　　丹波和知線のバスで
「和知駅」出発 9：34
「自然運動公園」到着 10：01

　　「桧山」からのおすすめ路線
　　　丹波桧山線で
「桧山」出発 9：30
「京丹波町役場」到着 10：05

　　「下山駅下」からのおすすめ路線
　　　丹波和知線のバスで
「下山駅下」出発 9：46
「自然運動公園」到着 10：01

W20

W20

19

お帰りは
「自然運動公園」出発 14：04
「和知駅」到着 14：31

お帰りは
「京丹波町役場」出発 13：52
「桧山」到着 14：24

お帰りは
「自然運動公園」出発 14：04
「下山駅下」到着 14：19

下広瀬

立木駅
大簾口

上広瀬

安栖里

和知駅

升谷橋

下山駅下下山駅

桧山

大井川 西河内

塩谷口

公民館前
山の家前

上粟野

平野橋

下粟野

下粟野公民館

大迫公民館前

和田公民館前

東又公民館前

塩谷古墳公園前

上豊田住民センター前

京丹波町病院前
グリーンハイツ前

グリーンハイツ

富田公民館前 実勢公民館前

明治国際医療大学

上野町営住宅前

須知高校前

自然公園前

みのりが丘

下実勢

下蒲生

胡麻駅

日吉駅

下新田 上新田

国道富田

中央公民館

丹波マーケス

京丹波町役場
自然運動公園

ひかり小学校下

ひかり小学校前

須知幼稚園前

ロゴス神学院前
市場公民館前

上乙見

上篠原

上市場

尾長野北久保

西田口
鍾乳洞口

不断寺坂

戸津川

猪鼻下 不動の滝

丹波粟野

丹波和田丹波梅田

薬師寺下

作業場前

塩田谷口

新北垣内

味夢の里

市森回転場

上野大円寺前

食彩の工房

若竹センター前

道の駅さらび

丹波三ノ宮

加用口

深山口

質志下

妙楽寺

保井谷

別所橋

鎌谷下

八田口

北八田

森の前

小野口

観音寺
塩田谷

新須知

辻村口笹尾口

元安井

花ノ木

鎌谷中

宮の前

鎌谷奥

天下橋

南垣内

庄ノ路

わらび

升谷中

大野ダム

下乙見

須川橋

道の駅 和

長老苑前

升谷子来

知野辺天神前

和知中学校前

大倉文化センター前

町道中学校前

改善センター前

中公民館前
広瀬

広野
出野

小屋

本庄

柏木

行仏

水呑

松尾

十倉

井脇

坂井

井尻

小野

曽根

椿坂

水戸

市森

蒲生

西階

鎌倉
中村

中畑笹尾

院内

森

光久

繩手

里路

大朴

大沢

富田

豊田

高尾

出合

横谷

猪鼻

質志

小畑
塩谷

篠原

升谷

大迫 経塚

長瀬

仏主

丸尾
細谷

和知

山添

中山

下村上野

質美
白土

坂原

稲次大簾

才原 角
中

（道の駅和）



110億4,400万円

※注意　構成比は四捨五入で表示しているため、合計しても100％にならない場合があります。

［特集］令和5年度 京丹波町予算概要

令和５年度の当初予算は、前年度当初に比べ3.3％の増となりました。本町の基本理念である、

「みんなで元気・希望・笑顔のあふれる京丹波町に」の実現に向け、令和4年度に、スタートアップ予

算と位置づけ取り組んだそれぞれの事業について、より町民の皆さんに分かりやすく、見える化

し、本格的に事業を推進していきます。

歳入
総額
110億
4,400万円

町税
16億3,128万2千円
（14.8％）

使用料・手数料
9,742万6千円
（0.9％）

繰入金
10億5,199万1千円

（9.5％）
その他

5億8,806万1千円
（5.3％）

地方交付税
50億7,000万円
（45.9％）

国庫支出金
4億5,553万9千円
（4.1％）

府支出金
8億420万円
（7.3％）

町債
7億4,460万円
（6.7％）

その他
6億90万1千円
（5.4％）

議会費
8,986万6千円
（0.8％）

その他
2,347万2千円
（0.2％）

総務費
17億8,781万3千円
（16.2％）

民生費
23億7,458万9千円
（21.5％）

衛生費
16億4,691万6千円
（14.9％）

農林水産業費
12億2,471万7千円
（11.1％）

商工費
2億6,404万9千円
（2.4％）

土木費
7億9,548万9千円
（7.2％）

消防費
4億3,720万6千円
（4.0％）

教育費
8億5,987万3千円
（7.8％）

公債費
15億4,001万円
（13.9％）

歳出
総額
110億
4,400万円

自主財源　33億6,876万円（30.5％）

依存財源　76億7,524万円（69.5％）

一般会計予算額

「幸せ」のまちづくりへ “見える化”予算
一般会計歳入歳出予算額

85億9,612万4千円
特別会計歳入歳出予算額

① 健やかで幸せな食の町

② 教育と子育ての町

③ 人のふれあいを感じる町

「人生100年。健幸のまちづくり～生涯を通じて「こころ」と「からだ」を健幸に～」を基本方針とし
て、町民の皆さんが生きがいと誇りを持ち、生涯を通じて健やかで幸せに暮らすことができる「健幸」
のまちづくりを推進します。
四季折々、姿を変える里山の田畑で育まれる豊かな「食」は、本町の最大の強みであります。その大
切な資源を関連各課と関連事業者、町民の皆さんと一体となり、「食のまち京丹波」の確立に向けて
全力で進めていきます。

大切な宝である将来を担う子どもたちがこの町で生まれ、自然豊かな環境で伸び伸びと育ってもら
うために、子育て世帯が安心して働ける子育て環境や教育環境を充実させていきます。「子どもを大切
にするまち」を目指し、妊娠から子育て期まで切れ目のない支援を実施します。

人権を尊重し、人にやさしいまち、人と人とが認め合い、誰もがお互いに一生懸命応援し、励まし合
うことのできる、朗らかで笑顔の絶えることのない人のふれあいを感じるまちづくりを目指します。
また、災害に強いまちを構築し、より一層の安全・安心の確保に取り組んでいきます。

予算の３つの柱

（前年度比　＋3億5,000万円　＋3.3％）

（前年度比　△5,963万5千円　△0.7％）
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健やかで幸せな食の町

教育と子育ての町人のふれあいを感じる町 ［特集］令和5年度 京丹波町予算概要

「元気」「希望」
「笑顔」のあふれる
 まちづくりの推進
令和５年度当初予算の概要を重点施策ごとに紹介します。

丹波くり振興事業 1,677万円
本町の特産である「丹波くり」の振興に係る苗木購
入への助成や、栗園新植・改植に係る経費を支援しま
す。新たに、丹波くりの凍害対策への支援及び栽培機
材の導入支援などを開始し、生産者の確保・育成と生
産技術の向上を図り、生産拡大につなげます。

京丹波栗リファイン事業 423万円
「丹波くり」のブランド化を推進し、付加価値を上げ
ることで生産者、加工者、販売者の所得向上を図り、
町全体のプロモーションにもつなげます。

フードバレー推進事業 70万5千円
本町の魅力である「食」や「農」による町の活性化に

向けて、合理的で効果の高い施策の研究を進めます。
　
地域商社ふるさと産品販路開拓
プロジェクト事業 1,000万円
地場産品コンパクト型流通システムの拡充及びネッ

ト販売による販路開拓、ふるさと納税返礼品の企画運
営や町内事業者ネットワークの構築など「食」と「農」
の成長産業化を目指します。

プロモーション戦略推進事業 2,326万3千円
「観光」「移住」分野など市場競争下における外需
の獲得に向けたプロモーション戦略を推進します。令
和5年度はプロモーション戦略及びアクションプランを
策定し、推進、実行に取り組みます。

グリーンランドみずほ管理運営事業
　　 5,676万2千円
道の駅「瑞穂の里・さらびき」について、持続可能な
地域振興拠点として再整備を進めます。

協働のまちづくり事業 235万円
住民自治組織の活動に対する各種補助金の交付の

ほか、町民の皆さんとともに和知駅を中心とした周辺地
域の活性化に取り組むための調査等を実施し、地域力
の強化に向け支援します。
　
京丹波ファンクラブ事業 52万6千円
京丹波町のファンを「見える化」し、関係人口と町が

「交動」する仕組みを構築します。

移住定住相談窓口運営事業 712万7千円
民間を活用した移住定住相談窓口を設置し、移住希
望者及び移住者の支援、地域のネットワークづくり等を
総合的に行い、ニーズに沿った移住施策を展開します。

新モビリティ事業 10万5千円
新たな交通体系の構築を目的に、デマンドタクシー等

の導入を行うために必要な実証実験等に向けて、調査
や合意形成を行います。

フードバンク事業 5万1千円
企業や一般家庭から寄付された食料品等を、希望さ

れた生活困窮世帯等へ配布するフードバンク事業を実
施する団体に対して補助金を交付します。食料品等の
配布を通じて、生活に困りごとがある世帯への支援や
介入のきっかけとする取り組みを支援します。

消防団活動運営事業 8,093万8千円
消防団員の年額報酬の見直し、防火衣の整備などを

はじめ消防団の充実強化を図ります。

双葉町教育交流事業 92万1千円
友好町である福島県双葉町との文化交流を継続す

ると共に、双葉町訪問による子ども（中高生）交流会を
実施します。

すこやか子育て支援金事業 1,340万円
成長の節目である小・中学校の入学時や中学校の卒
業時に祝金を支給し、切れ目のない子育て支援に取り
組みます。

学童保育事業 1,105万6千円
保護者の就労等により放課後に保育を必要とする児
童に対し、町内3カ所で学童保育を実施します。令和5
年度は、開設時間の延長や、保護者負担の軽減を実施
するとともに瑞穂地区の学童保育施設「のびのび児童
クラブ 2組」の施設整備に向けて取り組みを進めます。

通学路等交通安全対策事業 500万円
たんばこども園周辺にキッズゾーン（路面表示・看板
設置）の整備などを行います。
　
京丹波町どこでも図書館管理運営事業　　  
 1,678万4千円
公民館図書室の図書館化により、図書館サービス

が受けられる読書環境を整備し、町民の皆さんが生涯
にわたって行う学習活動を支援します。

学びを育む学習指導体制の充実
 4,917万8千円
新たに学習指導教員の配置と専科教員を拡充し、
学びを育む「京丹波町メソッド」による確かな学力の
定着と向上を推進します。

学びのもう一つの居場所づくり
「学校適応支援推進事業」 89万7千円
児童生徒の日常生活・集団生活上の困難等に対応した
学校での学びの居場所として、校内型の適応指導教室「連
携型適応支援教室」を各校の状況に応じて設置します。

中学校・須知高校連携研究事業 20万9千円
菊づくりや京都府の環境・食育校間連携パートナース

クール事業の取り組みにより、小・中学校と須知高校の
連携を推進するとともに、須知高校の活性化を積極的
に支援します。

京都トレーニングセンターによる
競技能力等向上サポート事業 263万円
HPSC（ハイパフォーマンススポーツセンター）の連
携機関となった京都トレーニングセンターの利活用を進
め、幼児、児童生徒から高齢者まで、すべての世代の健
康増進を支援します。

「私たちの町の私たちの病院」である
京丹波町病院と各診療所の充実
医師住宅建設（京丹波町病院） 3,900万円
超音波画像診断装置の更新（京丹波町病院）  
 858万円
全身用X線CT診断装置の更新（和知診療所） 
 2,090万円

予防接種事業 3,610万7千円
予防接種法に基づく予防接種業務と感染症予防対
策を推進します。令和5年度から高齢者インフルエンザ
予防接種接種率の向上のため、非課税世帯について
無償化を実施します。

ウェルネス京丹波事業
（ポイント事業） 118万6千円
（健幸ウォーキング推進事業） 182万1千円
誰もが気軽に取り組むことができる「ウォーキン

グ」を引き続き推進し、町民の皆さんが日頃から運
動・スポーツに親しむ気運を醸成するとともに健康寿
命の延伸を図ります。
（健康増進事業） 860万9千円
健康増進、健康寿命延伸に向けて個別及び集団へ

の保健指導、健康教育を行うとともに、第2次京丹波町
自殺対策計画の策定を行います。
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京丹波町にお住いの皆さんが健やかに幸せに「健幸」で暮らせるように・・・。
国保京丹波町病院では、病気になる前の「予防医療」を大切に
病気を患ってからもその人なりに幸せに暮らせるよう「地域包括ケアシステム」を
充実し町民一人ひとりの健幸Wellness―ウェルネス―を目指しています。

④なるべくゲップは我慢をする
⑤目は開けたままぼーっと遠くを見るようにする
（目を閉じると喉の違和感が強くなりやすい）

以上のポイントを知って検査を受けてみてください。
健診・人間ドックの手続き方法は病院の
ホームページ
「健康診断について」をご確認ください。
各コースや申込み方法をご覧いただけ
ます。

春は、学校や職場でも健康診断が実施される季節
です。国保京丹波町病院でも町民の皆さんの健康増
進の一助になるよう、健康診断（健診）を行っていま
す。企業健診や国保・後期高齢の特定健診・人間ドッ
クなどを行っていますので、病気の早期発見や予防、
健康の維持・増進につながるよう、ぜひ健診を受けま
しょう。

内視鏡検査の機器が新しくなりました
当院では昨年12月に新しい内視鏡検査の機器を導
入しました。近年は胃透視より胃カメラを受ける方も
増えてきています。ここで、初めて胃カメラを受けられ
る方、胃カメラを受けるとどうしてもえづいてしまう
方、過去にしんどい思いをされた方に『知って得する！
内視鏡（胃カメラ）の楽な受け方』をご案内します。
胃カメラを楽に受けるコツは「とにかく力まないこ

と」です
①首・肩の力を抜く
②唾は無理に飲み込もうとせずともかく出す
（麻酔のせいで飲み込めません）
③息は複式呼吸で

4月から、国保京丹波町病院の常勤内科医として、
中嶋諒医師を新規採用しました。令和3年3月に京
都府立医科大学病院を卒業後、国立病院機構舞鶴
医療センターにおいて、令和5年3月までの研修期間
を終えての初赴任となります。地域医療や在宅医療
に興味を持たれており、地域密着型病院を目指す当
院での活躍は、期待してやみません。この地で経験
を積んでいかれるなかで、町民の皆さんとは、さまざ
まな場面でお顔を見ていただけると思いますので、
気軽に声をかけてあげてください。
また、今年度も3カ月ごとで各1名の内科専攻医が

来られます。専攻医とは、内科専門医を目指す4年目
の若い医師で、へき地や地域での医療も研修されま
す。地域医療を担うさまざまな医療機関がそれぞれ
の「内科専門研修プログラム」を作っていますが、そ
の中から、当院を選んでいただきました。この他、医
師の卵である研修医（医科系大学生）も、当院の医
師の指導を受けに来ることとなっています。
皆さんには、中嶋医師をはじめ専攻医や研修医につ

いて、地域医療を担う医師を育てるつもりで、あたたか
く、時には厳しく見守っていただきたいと思います。
国保京丹波町病院　℡86－0220

Wellnessコラム

コロナウイルス感染症について、政府はマスク着用
については、個人の判断にゆだねることを基本とする
と発表しました。確かに最近、感染者は激減し、コロナ
ウイルスについても情報が蓄積されてきましたので、
過去３年間のような過度な警戒までは必要ないのか
もしれません。
しかし、政府も着用が効果的な場面について、次の
ような場面でのマスクの着用を推奨しています。一気

に気持ちを緩めることなく、感染対策は継続していた
だきたいです。
・医療機関を受診するとき
・医療機関や高齢者施設を訪問するとき
・通勤など混雑した電車やバスに乗車するとき
マスク着用については、現在は一定の理解を得られ
ていますので、メリハリをつけて着用するなど、感染の
再拡大を皆さんと一緒に防いでいきましょう。

かき     た               ひで    はる

垣田　秀治院長

病 院 紹 介

院 長 先 生 の

村上 永里子　看護師 
むら   かみ       え      り      こ

い き い き 健 康 術

地域医療を支える医師が増えました

国保京丹波町病院やってきました！
春は健康診断の季節です

なかじまりょう

つば

「健康診断について」
はこちら
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★=特集本 ☆=行事

「ミッドナイト・ライブラリー」
マット・ヘイグ 著／ハーパーコリンズ・ジャパン

人生のどん底にいた主人公の
前に現れたのは不思議な図書館
だった。書架の一冊一冊には、あ
の日あの時、違う選択をしていた
らありえたかもしれない自分の人
生が綴られていた…。

「これだけは知っておきたいこども図鑑」
はらぺこあおむしのエリック・カールと学ぼう
エリック・カール 著／パイインターナショナル

「はらぺこあおむし」の著
者のイラストや写真ととも
に、人間、動物、歴史、科学、
宇宙の知識を学べる、こど
ものための百科事典。

★「愛鳥週間にちなんで　鳥の本」
☆「ちいさいこのおはなし会」
5月17日（水） 
午前10時30分～11時
手遊び・紙芝居・絵本の読み聞かせなど
問：℡82-0988

★「緑を楽しもう　
　散歩もガーデニングもお抹茶も」
☆「わっしょい時代小説」
　5月24日（水）　午前9時30分～11時
おすすめの時代小説を語る会です。開催
時間内のお好きな時間にお越しください。
どなたでもご参加いただけます。
　問：℡88-0506

中央館

瑞穂分館

★「ようこそ！ 長谷川義史さん」
☆「音読の会」
　５月９日（火）　午後1時30分～2時30分
昔話や詩歌などをみんなで声に出して読む
会です。声に出すことで、健康につなげます。
どなたでも参加いただけます。事前申込制。
　申込：℡82-3850

★「農業に役立つ本」
☆「５回で折れる！おりがみイベント」
　5月13日（土）
午後1時30分～3時30分
開催時間内のお好きな時間にお越しください。
どなたでもご参加いただけます。
　問：℡84-2081

こだち図書

和知分館

京丹波町図書館  5月の特集本＆行事

おすすめの本

4月27日（木）・5月25日（木）は、町内全ての図書館・分館において、蔵書整理等を行うため休館とします。

4月1日、京丹波町図書館が誕生しました
4月1日、京丹波町図書館条例が施行され、町内の図書室が4つの拠点からなる「京丹波町図書館」になりまし

た。新しい社会教育施設として皆さんお一人おひとりの学びを支え、「わくわく感」を発信していきます。企画展示
やイベントも随時開催しています。

「絵本作家 長谷川 義史氏 講演会」
日　時　5月21日(日)　午後1時30分～3時
場　所　役場 ２階 大会議室
内　容　子どもから大人まで楽しめる

「絵本ライブ」
定　員　150人（先着順）

「京丹波町図書館」記念イベント

4月23日～5月12日は
こどもの読書週間です

子どもたちにもっと本を！との願いから、「こどもの読書
週間」は1959年にはじまりました。小さいときから本を読
む楽しさを知っていることは、子どもが大きくなるためにと
ても大切なことです。こどもの読書週間は、子どもに「読
書」をすすめるだけでなく、大人が子どもの読書の大切さ
を考え、子どもに本を手
わたす週間でもあります。

は    せ   がわ　よし ふみ

（役場1階
交流ラウンジ内）

（京丹波町
中央公民館2階）

（山村開発センター
みずほ1階）

（和知ふれあい
センター1階）



土木一般、道路・橋りょう、土木
災害復旧など/ダム周辺整備、
公園緑地、河川・砂防など建
築、町営住宅国土利用計画、都
市計画など/土木管理、建設、
用地買収など

住民、戸籍、住民基本台帳、印
鑑登録、公的個人認証、災害救
助、行旅死亡人など/国民健康
保険、後期高齢者医療、福祉医
療、国民年金など/環境衛生、
船井郡衛生管理組合、環境保
全、埋火葬墓地など/人権一
般、住民相談、消費生活など

保健一般、健康診査、保健事業、
発達支援事業、感染症予防など

出納、指定金融機関、資金、物品
会計など

商工業、観光、鉱業/企業の立
地推進、労働行政/ふるさと納
税、タウンプロモーションの推
進、宣伝普及

経済、農業、林業、畜産業など/
農林業施設、農道、ため池、か
んがい排水、林道、治山、農林
災害復旧など/地域資源の循環
利用など

子育て支援、こども園、児童手
当など

福祉一般、救護養護、保護、ひと
り親家庭の福祉、障害者福祉な
ど/介護保険一般、介護保険給
付、介護認定、介護保険料、介護
保険事業計画の策定、高齢者福
祉など/地域包括支援センター

町有財産の管理、町有地の利
活用、債権等の管理/工事、物
品などの入札・契約・検査・指
導など

税務一般、住民税、固定資産
税、軽自動車税（種別割）、たば
こ税、特別土地保有税など/納
税、滞納整理など

財務一般、予算・決算、財源、
起債

各種計画の企画立案、陳情・
請願、統計/地域づくり、住民
自治、町政要望、交流事業/移
住・定住、人口減少対策/交通
一般、町営バスなど/広報、広
聴、報道機関との連絡、自主
放送番組の制作など/情報化、
情報化施策の企画推進、情報
システムの管理運営、DX推進
など

調査研究、渉外、定例会、・臨時
会、委員会など/議会一般、議
案など

総務一般、法規、行政運営、選
挙（選挙管理委員会）、監査委
員など/人事、秘書、任免、給
与、研修、福利厚生、職員団体
など/消防防災、防犯、住民安
全、交通安全

農業委員会業務

【デジタル政策推進係長】
（田畑昭彦）
今川崇仁・櫻井瑞希・
倉澤晋平（新規採用）・
藤田健吾・徳島　詢・
上田さくら・原澤奎伍
■京都府立丹波自然運動公園派遣
大西義弘

 総務課　 　   ☎８２－３８００

【課長】田中晋雄
【課長補佐】徳島康善・堀　孝子・

並河直樹
【総務係長】片山加奈
【人事秘書係長】（並河直樹）
上西めぐみ・磯部由香・山口菜央・
辻　裕・上田直暉（新規採用）
■危機管理室
【室長】山内圭司
【主任】村山裕信
関　幸大
■京都中部総合医療センター派遣
中川　豊

 財政課　　   ☎８２－３８２０

【課長】山内明宏
【財政係長】川勝千裕
瀬戸亜弓・山内　仁

 管財課　　   ☎８２－３８２１

【課長】藤井知宝
【課長補佐】小林篤史
【財産管理係長】（小林篤史）
【契約検査係長】奥田康平
平井幹十郎

 税務課　　   ☎８２－３８０２
　

【課長】小山　潤
【課長補佐】野々口慶司・

山本桂市・芦谷真由美
【賦課係長】石田武史
【徴収係長】（山本桂市）
中村知奈美・山口穂乃佳
■京都地方税機構派遣
大西孝治・小畑詩織・千田　司

 住民課　 　   ☎８２－３８０３
　

【課長】久木寿一
【課長補佐】島　文子・西山直人
【戸籍住民係長】（島　文子）

【保険年金係長】上原康宏
【保険年金係主任】金江美和
【環境推進係長】（西山直人）
【人権推進係長】西山宏明
小池由加里・松村雄大・正田志帆・
大森しおり・木上美由紀
田中　新・栃下真宏（新規採用）
■船井郡衛生管理組合派遣
井上和宏

 福祉支援課　☎８２－１８００

【課長】岡本明美
【課長補佐】原澤　洋・西村明美・

上西貴幸
【社会福祉係長】輕尾圭造
【高齢福祉係長】（西村明美）
木上祐輔・湊　千穂・福井朋美・
橋本信哉
■包括支援センター
【課長補佐】堀　道枝
【主任】中川早苗
進士聡志（新規採用）

 子育て支援課☎８２－１３９４

【課長】保田利和
【課長補佐】四方妃佐子
【子育て支援係長】（四方妃佐子）
西河公嗣・山﨑紗也香・
山本竣也・栗原有希・
伊達光輝（京都府人事交流）
■京都府健康福祉部こども・
　青少年総合対策室派遣
川邉有希乃

 農林振興課  ☎８２－３８０８

【課長】藤井雅文
【主幹】井上晴之
【課長補佐】松下由美
【農林振興係長】髙見謙佑
【農林事業係長】（井上晴之）
【地域資源活用推進係長】
坂本　憲吾
稲元　南・海老瀬隆文・
北村友也・藤巻　拳・
岡元真美（新規採用）

 農業委員会事務局
　　　　　　  ☎８２－３８２２
　
【事務局長】永武幸子
【事務局長補佐】北村和正

 商工観光課   ☎８２－３８０９

【課長】片山　健
【主幹】山内善史
【商工観光係長】一瀬紳司
【企業立地推進係長】森田　亮
桐村和典
■プロモーション戦略室
【室長】（山内善史）
【主任】（一瀬紳司）
篠塚啓汰
■京丹波町観光協会派遣
　山下　稔

 土木建築課　☎８２－３８０６

【課長】山内敏史
【主幹】堀　敬之
【課長補佐】山下　徹・
（都市緑化フェア推進担当）十倉克也
【土木係長】（山下　徹）
【建築係長】大秦　学
【管理係長】（堀　敬之）
井上　芳・森田浩史・忠田猛志・
徳島一輝・福井大晴

 会計室　　    ☎８２－３８０４

【会計管理者】樹山敬子
【室長】谷口玲子
【出納係長】坂本美佳子
正岡和也

瑞穂保健福祉センター
 健康推進課　 ☎８６－１８００

【課長】西野菜保子
【課長補佐】藤田むつみ・

島田恵子・保田智子
【健康推進係長】保ケ部直子
【主任】蓮見純子・石原詩子・

上林小百合
【保健師】三田杏奈・飯尾早紀・

栗原天音・
日置香帆（新規採用）

【作業療法士】長野まい
【管理栄養士】太田梨保
【保育教諭】西原知美

京丹波町情報センター
　　　　　　 ☎８８－５０００

【広報係長兼番組制作係長】
（西村公貴）
【デジタル政策推進係長】
（田畑昭彦）
（藤田健吾）・（徳島　詢）・
（上田さくら）・（原澤奎伍）

国保京丹波町病院　
 医療政策課  ☎８６－０２２０

【課長】豊嶋浩史
【課長補佐】村山英紀
【医療係長】（村山英紀）

 国保京丹波町病院
　　　　　　   ☎８６－０２２０

【院長】垣田秀治
【副院長】（庄林　智）
【事務局長】（豊嶋浩史）
【看護部長】平田千春
【外科部長】（庄林　智）
【事務局長補佐】（村山英紀）
【副看護師長】西山由里・田路利恵
【主任理学療法士】森本勝則
【主任診療放射線技師】山内敏行
【主任薬剤師】熊谷　明
【事務主任】山口知哉
【主任看護師】大西正美・
伏原幸子・
齋藤世吏恵

【医師】吉岡賢一・北村一将・
中嶋　諒（新規採用）
【理学療法士】井爪直美・伊藤正
幸・佐々木恭平
【管理栄養士】藤ノ井公代
【診療放射線技師】小西賢治
【精神保健福祉士】麻田里美
鬼塚達也（京都中部総合医療
センター）・大西好美・谷掛郁代・
中村育美・片山比佐子・竹内美弥・
新宮さちよ・村上永里子・
吉田恵理子・能勢真由美・
山本真紀・高屋里美・猪田満枝・
田中美由紀・梶本由美子・
井尻友美・橋本樹里・山内英美・
野間幾恵・四方若菜・八木莉那・
渡邊まさみ・松村久美子・
上垣香菜・津田裕美（新規採用）

畑川浄水場
 上下水道課　☎８３－９１０５

【課長】堀内　浩二
【課長補佐】四方晴美・小松聖人
【上水道係長】秋山卓弘
【下水道係長】荻野雅則
山西博美・吉田和晃・尾池宜佳・
井上慎也・林龍之介・山口大地

瑞穂支所
 瑞穂支所 代表☎８６－０１５０

【支所長】中野竜二
【支所長補佐】竹村　洋
【主任】橋本賢二・福本ゑみ子・
正田智久・岡本　淳
今川奈未・小崎亮太・
塩尻　壮（新規採用）

和知支所
 和知支所   代表☎８４－０２００

【支所長】十倉隆英
【支所長補佐】光枝三千代・
出野文隆
【主任】井口理恵・原田結城
友金輝幸・細野江梨子・
片山　哲・
木下浩昭（再任用職員）

教育委員会
 教育委員会　☎８４－００２８

【教育次長】堂本光浩
■学校教育課
【課長】宇野浩史
【課長補佐】吉田敦美
【総務係長】水間和美
【学校教育係長】山内秀文
野口雄祐・上田佳菜江
■社会教育課
【課長】村田弘之
【課長補佐】小原直也
【社会教育係長】（小原直也）
【文化スポーツ係長】豊嶋裕美
隅田和樹・赤木彩夏・
尾嵜　凜（新規採用）

 京丹波町図書館
　　　　　    ☎８２－０９８８

藤山明子

京丹波町役場本庁
　　　　☎８２－０２００（代表）
【部長】松山征義（総務部長）

木南哲也（健康福祉部長）
栗林英治（産業建設部長）

 議会事務局　☎８２－３８０５
　

【事務局長】長澤　誠
【庶務係長】山本美子
松谷洋二

 企画情報課　☎８２－３８０１

　

【課長】堀　友輔
【課長補佐】下村邦喜・田畑昭彦
【企画係長】（下村邦喜）
【地域振興係長兼
移住定住推進係長】久保元真一
【交通対策係長】伴田裕章
【広報係長兼番組制作係長】
西村公貴

＊任期付職員などを除く　＊敬称略　＊電話番号の市外局番は「0771」

4月1日付け人事異動による職員の配置は次のとおりです。職員の配置

和知診療所
 和知診療所（介護療養型老人   
 保健施設）　      ☎８４－１１１２

【所長】庄林　智
【事務長】（山田和志）
【看護師長】（小川和代）
【主任理学療法士】大田有次
【事務主任】長谷川　真
【主任看護師】林　真紀
【ケアマネジャー】（安藝俊郎）
【診療放射線技師】津村泰宏
（白波瀬小百合）・（小寺恵美）・
（稲元左希子）・谷口紀久恵
■介護療養型老人保健施設
【施設長】（庄林　智）
【事務長】山田和志
【看護師長】小川和代
【主任理学療法士】（大田有次）
【事務主任】（長谷川　真）
【主任看護師】石田由美子
【ケアマネジャー】安藝俊郎
【診療放射線技師】（津村泰宏）
白波瀬小百合・小寺恵美・
稲元左希子・（谷口紀久恵）

和知歯科診療所
 和知歯科診療所
　　　　　　　 ☎８４－１１５４

【所長】三浦博人
【事務長】（山田和志）
【事務長補佐】山口秀子
【主任歯科衛生士】片山昭子
【歯科医師】濵岡秀樹

学校・こども園など
 たんばこども園  ☎８２－０１５１

【園長】浦井美紀
【園長補佐】湊　玲奈
【主任】久保元恵子・小林和子
【養護教諭】小西愛紀
【管理栄養士】野口朝美
森　こず枝・中西靖浩・
田畑美穂・高橋優妃・
川﨑大誠（新規採用）
榎川　諭（再任用職員）・
小谷千晴（任期付職員）・
藤原いづみ（任期付職員）

 みずほこども園 ☎８６－０５７４

【園長】北村恵里子
【園長補佐】山内里佳子
【主任】小室由紀
【養護教諭】越浦宏美
【管理栄養士】佐藤　葵
井上暁美・蒲生沙奈美・
兵田尚美・岩﨑花菜・
榎川千穂子（新規採用）
山下敏代（任期付職員）

 わちこども園  ☎８４－１９２０

【園長】下村秀美
【園長補佐】細見ルミ
【主任】大秦優子
【養護教諭】勝田音々
野口加代里・永井　希・
若林萌恵（新規採用）・
黒川生子（任期付職員）

 小中学校

【蒲生野中学校】和田　隆

  給食センター

【センター長】小谷誠之
【瑞穂給食センター】（小谷誠之）
【和知給食センター】（小谷誠之）
【主任】小林富美子

  退職職員
3月31日付、敬称略。（　）は前職

中尾達也（健康福祉部長）
山内和浩（産業建設部長）
永海貴子（健康推進課長）
津田知美（わちこども園長）
岩崎勝也（上下水道課課長補佐）
池田直未
（たんばこども園保育教諭）
越野友恵
（たんばこども園保育教諭）
竹内杏菜（瑞穂支所主査）
山下泰（教育委員会事務局
社会教育課丹波分室主査）
榎川淳哉（子育て支援課主事）
森亜希子
（たんばこども園保育教諭）
松澤亜津子
（たんばこども園保育教諭）
北村由紀
（みずほこども園保育教諭）
山内美香
（わちこども園保育教諭）
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図書館の管理運営など

就学前教育・保育

教育一般、教育施設、教職員人
事、幼稚園、情報教育、放課後
児童健全育成など/学校教育、
学校保健など/社会教育、人権
教育、社会体育など/文化財、
文化芸術、図書室など

総務一般、戸籍住民一般、税務
一般、土木一般、農林一般、商
工観光一般など

総務一般、戸籍住民一般、税務
一般、土木一般、農林一般、商工
観光一般など

上水道、簡易水道など/公共下
水道、集落排水、合併処理浄化
槽など

外来診療、入院診療、居宅介護
支援、訪問看護、訪問リハビリ、
地域連携など

病院・診療所・介護療養型老人
保健施設、総合医療政策、南丹
病院組合など

広報、広聴、報道機関との連絡、
自主放送番組の制作など/情報
化、情報化施策の企画推進、情
報システムの管理運営、DX推進
など

【デジタル政策推進係長】
（田畑昭彦）
今川崇仁・櫻井瑞希・
倉澤晋平（新規採用）・
藤田健吾・徳島　詢・
上田さくら・原澤奎伍
■京都府立丹波自然運動公園派遣
大西義弘

 総務課　 　   ☎８２－３８００

【課長】田中晋雄
【課長補佐】徳島康善・堀　孝子・

並河直樹
【総務係長】片山加奈
【人事秘書係長】（並河直樹）
上西めぐみ・磯部由香・山口菜央・
辻　裕・上田直暉（新規採用）
■危機管理室
【室長】山内圭司
【主任】村山裕信
関　幸大
■京都中部総合医療センター派遣
中川　豊

 財政課　　   ☎８２－３８２０

【課長】山内明宏
【財政係長】川勝千裕
瀬戸亜弓・山内　仁

 管財課　　   ☎８２－３８２１

【課長】藤井知宝
【課長補佐】小林篤史
【財産管理係長】（小林篤史）
【契約検査係長】奥田康平
平井幹十郎

 税務課　　   ☎８２－３８０２
　

【課長】小山　潤
【課長補佐】野々口慶司・

山本桂市・芦谷真由美
【賦課係長】石田武史
【徴収係長】（山本桂市）
中村知奈美・山口穂乃佳
■京都地方税機構派遣
大西孝治・小畑詩織・千田　司

 住民課　 　   ☎８２－３８０３
　

【課長】久木寿一
【課長補佐】島　文子・西山直人
【戸籍住民係長】（島　文子）

【保険年金係長】上原康宏
【保険年金係主任】金江美和
【環境推進係長】（西山直人）
【人権推進係長】西山宏明
小池由加里・松村雄大・正田志帆・
大森しおり・木上美由紀
田中　新・栃下真宏（新規採用）
■船井郡衛生管理組合派遣
井上和宏

 福祉支援課　☎８２－１８００

【課長】岡本明美
【課長補佐】原澤　洋・西村明美・

上西貴幸
【社会福祉係長】輕尾圭造
【高齢福祉係長】（西村明美）
木上祐輔・湊　千穂・福井朋美・
橋本信哉
■包括支援センター
【課長補佐】堀　道枝
【主任】中川早苗
進士聡志（新規採用）

 子育て支援課☎８２－１３９４

【課長】保田利和
【課長補佐】四方妃佐子
【子育て支援係長】（四方妃佐子）
西河公嗣・山﨑紗也香・
山本竣也・栗原有希・
伊達光輝（京都府人事交流）
■京都府健康福祉部こども・
　青少年総合対策室派遣
川邉有希乃

 農林振興課  ☎８２－３８０８

【課長】藤井雅文
【主幹】井上晴之
【課長補佐】松下由美
【農林振興係長】髙見謙佑
【農林事業係長】（井上晴之）
【地域資源活用推進係長】
坂本　憲吾
稲元　南・海老瀬隆文・
北村友也・藤巻　拳・
岡元真美（新規採用）

 農業委員会事務局
　　　　　　  ☎８２－３８２２
　
【事務局長】永武幸子
【事務局長補佐】北村和正

 商工観光課   ☎８２－３８０９

【課長】片山　健
【主幹】山内善史
【商工観光係長】一瀬紳司
【企業立地推進係長】森田　亮
桐村和典
■プロモーション戦略室
【室長】（山内善史）
【主任】（一瀬紳司）
篠塚啓汰
■京丹波町観光協会派遣
　山下　稔

 土木建築課　☎８２－３８０６

【課長】山内敏史
【主幹】堀　敬之
【課長補佐】山下　徹・
（都市緑化フェア推進担当）十倉克也
【土木係長】（山下　徹）
【建築係長】大秦　学
【管理係長】（堀　敬之）
井上　芳・森田浩史・忠田猛志・
徳島一輝・福井大晴

 会計室　　    ☎８２－３８０４

【会計管理者】樹山敬子
【室長】谷口玲子
【出納係長】坂本美佳子
正岡和也

瑞穂保健福祉センター
 健康推進課　 ☎８６－１８００

【課長】西野菜保子
【課長補佐】藤田むつみ・

島田恵子・保田智子
【健康推進係長】保ケ部直子
【主任】蓮見純子・石原詩子・

上林小百合
【保健師】三田杏奈・飯尾早紀・

栗原天音・
日置香帆（新規採用）

【作業療法士】長野まい
【管理栄養士】太田梨保
【保育教諭】西原知美

外来診療、訪問診療など

京丹波町情報センター
　　　　　　 ☎８８－５０００

【広報係長兼番組制作係長】
（西村公貴）
【デジタル政策推進係長】
（田畑昭彦）
（藤田健吾）・（徳島　詢）・
（上田さくら）・（原澤奎伍）

国保京丹波町病院　
 医療政策課  ☎８６－０２２０

【課長】豊嶋浩史
【課長補佐】村山英紀
【医療係長】（村山英紀）

 国保京丹波町病院
　　　　　　   ☎８６－０２２０

【院長】垣田秀治
【副院長】（庄林　智）
【事務局長】（豊嶋浩史）
【看護部長】平田千春
【外科部長】（庄林　智）
【事務局長補佐】（村山英紀）
【副看護師長】西山由里・田路利恵
【主任理学療法士】森本勝則
【主任診療放射線技師】山内敏行
【主任薬剤師】熊谷　明
【事務主任】山口知哉
【主任看護師】大西正美・
伏原幸子・
齋藤世吏恵

【医師】吉岡賢一・北村一将・
中嶋　諒（新規採用）
【理学療法士】井爪直美・伊藤正
幸・佐々木恭平
【管理栄養士】藤ノ井公代
【診療放射線技師】小西賢治
【精神保健福祉士】麻田里美
鬼塚達也（京都中部総合医療
センター）・大西好美・谷掛郁代・
中村育美・片山比佐子・竹内美弥・
新宮さちよ・村上永里子・
吉田恵理子・能勢真由美・
山本真紀・高屋里美・猪田満枝・
田中美由紀・梶本由美子・
井尻友美・橋本樹里・山内英美・
野間幾恵・四方若菜・八木莉那・
渡邊まさみ・松村久美子・
上垣香菜・津田裕美（新規採用）

畑川浄水場
 上下水道課　☎８３－９１０５

【課長】堀内　浩二
【課長補佐】四方晴美・小松聖人
【上水道係長】秋山卓弘
【下水道係長】荻野雅則
山西博美・吉田和晃・尾池宜佳・
井上慎也・林龍之介・山口大地

瑞穂支所
 瑞穂支所 代表☎８６－０１５０

【支所長】中野竜二
【支所長補佐】竹村　洋
【主任】橋本賢二・福本ゑみ子・
正田智久・岡本　淳
今川奈未・小崎亮太・
塩尻　壮（新規採用）

和知支所
 和知支所   代表☎８４－０２００

【支所長】十倉隆英
【支所長補佐】光枝三千代・
出野文隆
【主任】井口理恵・原田結城
友金輝幸・細野江梨子・
片山　哲・
木下浩昭（再任用職員）

教育委員会
 教育委員会　☎８４－００２８

【教育次長】堂本光浩
■学校教育課
【課長】宇野浩史
【課長補佐】吉田敦美
【総務係長】水間和美
【学校教育係長】山内秀文
野口雄祐・上田佳菜江
■社会教育課
【課長】村田弘之
【課長補佐】小原直也
【社会教育係長】（小原直也）
【文化スポーツ係長】豊嶋裕美
隅田和樹・赤木彩夏・
尾嵜　凜（新規採用）

 京丹波町図書館
　　　　　    ☎８２－０９８８

藤山明子

学校用務など

町内小・中学校の給食調理など

京丹波町役場本庁
　　　　☎８２－０２００（代表）
【部長】松山征義（総務部長）

木南哲也（健康福祉部長）
栗林英治（産業建設部長）

 議会事務局　☎８２－３８０５
　

【事務局長】長澤　誠
【庶務係長】山本美子
松谷洋二

 企画情報課　☎８２－３８０１

　

【課長】堀　友輔
【課長補佐】下村邦喜・田畑昭彦
【企画係長】（下村邦喜）
【地域振興係長兼
移住定住推進係長】久保元真一
【交通対策係長】伴田裕章
【広報係長兼番組制作係長】
西村公貴

外来診療、訪問看護、訪問リハ
ビリなど/長期入所、短期入所
など

就学前教育・保育

就学前教育・保育

和知診療所
 和知診療所（介護療養型老人   
 保健施設）　      ☎８４－１１１２

【所長】庄林　智
【事務長】（山田和志）
【看護師長】（小川和代）
【主任理学療法士】大田有次
【事務主任】長谷川　真
【主任看護師】林　真紀
【ケアマネジャー】（安藝俊郎）
【診療放射線技師】津村泰宏
（白波瀬小百合）・（小寺恵美）・
（稲元左希子）・谷口紀久恵
■介護療養型老人保健施設
【施設長】（庄林　智）
【事務長】山田和志
【看護師長】小川和代
【主任理学療法士】（大田有次）
【事務主任】（長谷川　真）
【主任看護師】石田由美子
【ケアマネジャー】安藝俊郎
【診療放射線技師】（津村泰宏）
白波瀬小百合・小寺恵美・
稲元左希子・（谷口紀久恵）

和知歯科診療所
 和知歯科診療所
　　　　　　　 ☎８４－１１５４

【所長】三浦博人
【事務長】（山田和志）
【事務長補佐】山口秀子
【主任歯科衛生士】片山昭子
【歯科医師】濵岡秀樹

学校・こども園など
 たんばこども園  ☎８２－０１５１

【園長】浦井美紀
【園長補佐】湊　玲奈
【主任】久保元恵子・小林和子
【養護教諭】小西愛紀
【管理栄養士】野口朝美
森　こず枝・中西靖浩・
田畑美穂・高橋優妃・
川﨑大誠（新規採用）
榎川　諭（再任用職員）・
小谷千晴（任期付職員）・
藤原いづみ（任期付職員）

 みずほこども園 ☎８６－０５７４

【園長】北村恵里子
【園長補佐】山内里佳子
【主任】小室由紀
【養護教諭】越浦宏美
【管理栄養士】佐藤　葵
井上暁美・蒲生沙奈美・
兵田尚美・岩﨑花菜・
榎川千穂子（新規採用）
山下敏代（任期付職員）

 わちこども園  ☎８４－１９２０

【園長】下村秀美
【園長補佐】細見ルミ
【主任】大秦優子
【養護教諭】勝田音々
野口加代里・永井　希・
若林萌恵（新規採用）・
黒川生子（任期付職員）

 小中学校

【蒲生野中学校】和田　隆

  給食センター

【センター長】小谷誠之
【瑞穂給食センター】（小谷誠之）
【和知給食センター】（小谷誠之）
【主任】小林富美子

  退職職員
3月31日付、敬称略。（　）は前職

中尾達也（健康福祉部長）
山内和浩（産業建設部長）
永海貴子（健康推進課長）
津田知美（わちこども園長）
岩崎勝也（上下水道課課長補佐）
池田直未
（たんばこども園保育教諭）
越野友恵
（たんばこども園保育教諭）
竹内杏菜（瑞穂支所主査）
山下泰（教育委員会事務局
社会教育課丹波分室主査）
榎川淳哉（子育て支援課主事）
森亜希子
（たんばこども園保育教諭）
松澤亜津子
（たんばこども園保育教諭）
北村由紀
（みずほこども園保育教諭）
山内美香
（わちこども園保育教諭）
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税・案内

【京丹波町病院】℡86－0220

【京丹波町病院質美診療所】℡86－0586

※都合により担当医師が変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

○受付時間：（初診）午前8時30分～午前11時30分　（再診）午前7時～午前11時30分
○診察時間：午前9時～（午後の内科予約診察、皮膚科、第2火曜日の精神神経科は以下のとおり）
○内科予約診察（午後）診察時間：午後1時～
○皮膚科（第1・第3木曜日）受付時間：午後1時～3時30分　診察時間：午後2時45分～
○精神神経科（物忘れ外来）（第2火曜日）受付時間：午後1時～午後2時30分　診察時間：午後1時30分～
○小児科予防接種（予約制）診察時間：金曜日（午後1時～）、土曜日（午前10時～午前11時）
○急患の場合、必ず事前の連絡をお願いします。

○診察日は、毎週月曜日の午後です。 ○受付時間：午後1時～3時30分 ○診察時間：午後1時30分～4時

○診察時間：午前9時～正午／午後1時～4時30分
○予約での診察になりますので、事前に電話連絡をお願いします（急患の場合も含む）。

山本航平
（総合内科）

第2土曜日
中嶋　諒（総合内科）中嶋　諒

（総合内科）
山本航平
（総合内科） 横井大祐

（府立医大北部医療
センター/総合内科）

坂上　雄
（府立医大／循環器）

井上弘之
（府立医大／
膠原病・リウマチ）

垣田秀治
（総合内科）

第4土曜日
山本航平（総合内科）
第4土曜日
垣田秀治

（総合内科）

垣田秀治
（総合内科）

垣田秀治
（総合内科）

吉岡賢一
（総合内科）

吉岡賢一
（総合内科）

竹浦信明
（府立医大）

北村一将
（府立医大）

井上弘之
（府立医大／
膠原病・リウマチ）

祖父江秀晃
（府立医大/
内分泌・膠原病）

担当医 担当医 担当医

北村一将
（府立医大）

生嶋　諒
（府立医大）

西本草太
（府立医大）

北村一将
（府立医大）

（午後1時ー3時）
第1木曜日
大西友理
第3木曜日
大下彰史

第2火曜日
石川雅裕

（午後1時30分ー3時30分）

精神神経科
（物忘れ外来）

（第2火曜日・第2土曜日）

小児科予防接種
（予約制）

小児科

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

皮膚科
（第１・第３木曜日）

整形外科

外科

予約診察
（午後）

予約診察
（午前）

一般外来

内
　
科

垣田秀治
（総合内科）

林  靖彦
（総合内科）

前田武昌
（消化器）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
医　　師

小藤和孝
（明治国際医大）

北村一将
（府立医大）

第2・第4土曜日
竹下直樹
（府立医大）

第2土曜日
石川雅裕

（午前9時ー終了時）

第2・第4土曜日
竹下直樹（府立医大）
（午前10時ー11時）

院長＝垣田秀治

所長＝北村一将

北村一将

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

歯　科 担当医 担当医

土曜日

担当医三浦博人 三浦博人
濵岡秀樹

【京丹波町病院和知診療所】℡84－1112

○受付時間：午前8時30分～11時30分(受付順番表は午前7時から記入可）
○診察開始時間：午前9時～（毎週月曜日の夜間診察、火曜日午前外科の診療時間は上記表記載のとおり）
○夜間診察（内科）の受付時間：午後3時～6時30分（毎週月曜日（祝日を除く））

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内科
（午前）

所長＝庄林　智

庄林　智
（外科一般）

前田武昌
（外科一般）

（午前10時-終了時）

林　大智
(明治国際/
整形外科）

山本航平
（総合内科）

中嶋　諒
（総合内科）

花谷望都子
（府立医大/
内分泌・膠原病）

内科
（夜間診察）

外科・整形外科
(午前）

吉岡聖将
（府立医大/
内分泌・膠原病）

担当医
（午後5時30分-終了時）

担当医

【京丹波町病院和知歯科診療所】℡84－1154 所長＝三浦博人

濵岡秀樹

各施設の敷地内は全面禁煙となっております。ご理解とご協力をお願いいたします。

お知らせ版広報
京丹波

可燃ごみ(生ごみ)収集日
1日（月）、4日（木・祝）、8日（月）、11日（木）、15日（月）、18日（木）、22日（月）、25日（木）、29日（月）

丹波地区1
丹波地区2
丹波地区3
丹波地区4
瑞穂地区1
瑞穂地区2
瑞穂地区3
瑞穂地区4
和知地区1
和知地区2
和知地区3

ビニール類
ペットボトル

紙パック／雑がみ
ダンボール／新聞・雑誌

ビン／ガラス
陶磁器類／電池

金属／家電
アルミ／粗大ごみ

有害ごみ／蛍光灯
鏡ほか

2日（火） 16日（火） 24日（水） 11日（木）

9日（火） 23日（火） 31日（水） 12日（金）

2日（火） 16日（火） 24日（水） 9日（火）

9日（火） 23日（火） 31日（水） 2日（火）

̶

̶

26日（金）

29日（月）
30日（火）

町立医療施設の診療体制について

5月のごみ収集日のご案内　̶ 混ぜればごみ 分ければ資源 資源を大切に ̶

町税などの納期限 5月1日（月）

●軽自動車税（第1期）

　問：税務課　℡82－3802

●国民健康保険税（普通徴収・第1期）

　問：税務課　℡82－3802

●水道使用料（3月使用分）
●下水道使用料（3月使用分）

　問：上下水道課　℡83－9105

納税は納期限までに済ませま
しょう。納期限を過ぎると、督促手
数料および延滞金が加算されま
す。なお、未納の税で納期限から一
定期間経過したものは、広域連合
「京都地方税機構」で徴収業務を
行います。

令和5年度は、農業委員・農地利用
最適化推進委員の改選の年です！

・ 収集日当日の午前8時30分までに 指定の集積場へ出してください。
・ 丹波地区4と5が統一となりました。グリーンハイツ、下山全域が丹波地区4となります。
・ 新たに、新聞・雑誌も出すことができるようになりました。

「農業委員会等に関する法律」の改正が平成28年4
月1日より施行され、京丹波町においては、改正後３期
目の改選を令和5年度（令和6年2月）に迎えます。
農地利用の最適化の推進（遊休農地の発生防止・

解消、担い手への農地集積の推進、新規参入の促進）
と今後の地域農業を考える地域計画策定に向けた目
標地図の素案づくりなど農地や農業に関する業務を
お世話になります。
委員の要件に農地所有の有無はありません。農業・

農地などに関する有識者や女性、新規就農者、認定農
業者、法人代表者など出来るだけ多くの視点から地域
の農業について一緒に考えてくださる方を歓迎します。
夏以降、第7期農業委員ならびに農地利用最適化

推進委員の推薦・募集を行います。
　農業委員
●定　　数　19人
●委員任期　令和6年2月11日～令和9年2月10日

（3年間）
　農地利用最適化推進委員
●定　　数　22人
●委員任期　農業委員会会長が委嘱した日～

令和9年2月10日

問：農業委員会　℡82－3822
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 畜産人材育成研修
第４期生を募集します

平日の日中に来庁が困難な方は、この機会をご利
用ください。
●窓口開設日（いずれも木曜日）
住 民 課　4月20日、5月18日
瑞穂支所　5月11日
和知支所　4月27日、5月25日

※毎月第1木曜日と第3木曜日に住民課で、第2木曜日に瑞
穂支所で、第4木曜日に和知支所で開設します。ただし、
祝日および年末年始は除きます。
●開設時間　午後5時30分～午後7時
●取扱内容　マイナンバーカード交付

証明書交付（住民票の写し、住民票記
載事項証明書、印鑑登録証明書）
印鑑登録

不妊治療費の一部を助成しています

マイナンバーカード等交付夜間窓口の開設

20歳以上60歳未満の方が会社を退職され、農業
者、自営業者、学生、フリーター、無職などになった場
合には、国民年金第1号被保険者（または第3号被保
険者）への切替手続きが必要です。役場住民課または
各支所で手続きをしてください。

国民年金のお知らせ

会社を退職したときは
年金の切替え手続きが必要です

出産予定日または出産日が属する月の前月から４カ
月間の国民年金保険料が免除になります。出産予定日
の６カ月前から手続きができます。

各種免除を希望の方は、役場住民課または支所窓
口で手続きをしてください。

問：住民課　℡82－3803
　　ねんきん加入者ダイヤル　℡0570－003－004

産前産後期間の国民年金保険料が
免除になります

保険料が納め忘れの状態で、万一、障害や死亡と
いった不測の事態が発生すると、障害基礎年金や遺
族基礎年金を受けられない場合があります。
経済的な理由などで保険料を納付することが困難

な場合には、保険料の納付が免除・猶予となる「保険料
免除制度」や「納付猶予制度（50歳未満）」があります。

国民健康保険料の免除などについて

不妊治療、不育治療などを受けておられる方の経
済的負担の軽減を図るため、治療費の一部を助成し
ています。
●助成対象
・町内に居住し、かつ京都府の市町村に1年以上住
所を有する夫婦（事実婚関係の男女を含む）
・各種医療保険加入者
●助成対象となる治療
・一般治療（検査・タイミング療法、排卵誘発法など）
・人工授精
・体外受精（年齢制限あり）
・顕微授精（年齢制限あり）
・男性不妊治療
・先進医療（医療保険適用外の治療）
・不育治療等（不育症の原因検査、ヘパリン療法な
どの医療保険適用の治療など）

●助成金額
治療に要した本人負担額に2分の1を乗じた額
・一般治療、人工授精、体外受精、顕微授精、男性不
妊治療
助成限度額：1年度の診療につき６万円まで
・先進医療（保険外の先進的な医療技術として認め
られたもので、保険診療と組み合わせて実施する
ことができます。詳細は、受診される医療機関に
確認してください）
助成限度額：1年度の診療につき10万円まで
・不育治療など（ヘパリン療法など）
助成限度額：1回の妊娠につき10万円まで

●年齢・回数の要件
体外受精、顕微授精などの生殖補助医療について
は、保険適用回数と年齢に以下の制限があります。
その他の治療に関しての年齢制限はありません。

●募集人数　2人（酪農コースは1名）
●対 象 者　概ね40歳未満で、研修後は京都府内に

定住し畜産業（牛）に従事される方、
酪農、肉用牛経営を目指される方

●研修内容　畜産に関する基礎的な知識や技術の研
修、畜産農家でのインターンシップ研修
などを組み合わせた、技術・経営力を身
につける研修

●研修期間　2年間
（1年目：基礎研修、2年目：現地研修）
4月以降、随時開始可能

●受 講 料　118,800円／年
（京都府内で畜産業に就業した場合は
同額を交付する制度あり）

●受付期間　通年
※見学も受付けています。

問：京都府農林水産技術センター
畜産センター　℡0773－47－0301

・年齢制限：治療開始時に女性の年齢が43歳未満
・利用回数：40歳未満は通算6回まで（1子ごとに）

40歳以上43歳未満は通算３回まで（１
子ごとに）

●申請に必要な書類
①不妊治療等助成金交付申請書
②医療機関等証明書
③法律上の夫婦または事実婚関係であることを証
明できる書類
人工授精、体外受精、顕微授精、男性不妊治療、
先進医療に係る助成金の交付を申請する場合に
必要となります。

・婚姻の届け出をしている夫婦
①の申請書に署名がある場合は提出不要です。

・事実婚関係のある場合
事実婚関係に関する申立書（様式第３号）を提出
してください。
④個人番号が確認できるもの（マイナンバーカー
ド、通知カードなど）
⑤写真付き書類（運転免許証・療育手帳・身体障害
者手帳・パスポートなど）

⑥入金を希望する口座の通帳またはキャッシュ
カードの写し

●その他
・他市町村・各種保険で不妊治療に関する給付を受
けている場合や、高額療養費
制度を利用された場合は、そ
の給付額などを控除した額で
助成します。申請時に給付額
がわかるもの（「交付決定通知
書」など）をお持ちください。

申請書のダウンロードは
こちら

※原則予約不要。ただし、マイナンバーカード交付通知書
（はがき）に記載の交付場所と異なる窓口でのカード交
付を希望される方は、開設日の前々日（閉庁日除く）ま
でに予約してください。
※マイナンバ－カード交付申請サポートは行なっていま
せん。申請サポートを希望される方は、平日の開庁時
間内（午前8時30分～午後5時15分）に住民課へお越
しください。
※マイナンバーカードに格納されている電子証明書の更
新や、暗証番号の初期化はできません。
※広域交付住民票、戸籍関係、税関係の証明書などは発
行できません。
※転入・転出などの住民異動届、健康保険の届出、町税の
納付などはできません。

問・予約：住 民 課　℡82－3803
瑞穂支所　℡86－0150
和知支所　℡84－0200

10代20代に対する性暴力の手口が巧妙になって
います。
「被害にあっているかも」と思ったら、ひとりで悩ま
ずご相談ください。

性犯罪・性暴力被害者のための
ワンストップ支援センター（内閣府）　＃8891

性犯罪被害相談電話（警察）　＃8103

女性の人権ホットライン　℡0570－070－810

子どもの人権110番　℡0120－007－110

若年層の性暴力被害予防月間

４月は『若年層の性暴力被害予防月間』です

問：健康推進課　℡86-1800
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スポーツ事業
　教室
●テニス教室１期（昼間）
日　時　4月19日～6月14日の毎週水曜日（全8回）

※5月3日を除く

午後1時30分～3時30分
場　所　テニスコート（雨天時体育館）
対象者　18歳以上（初心者・初級者対象）
参加料　6,000円
定　員　50人　
申　込　教室実施日まで
※保育ルームあり（無料/要予約）

●レディーススポーツデー
日　時　5月10日、17日、24日、31日(各水曜日)

午前9時30分～11時30分
場　所　体育館
対象者　18歳以上の女性
参加料　300円
内　容　健康体操、軽スポーツ　
申　込　当日受付
※保育ルームあり（無料／要予約）

●グラウンド・ゴルフのつどい
日　時　5月12日（月例大会）、19日、26日（各金曜日）

午前9時～11時45分
場　所　球技場　※雨天時、中止の場合あり
対象者　どなたでも
参加料　300円
内　容　グラウンド・ゴルフを楽しむ　
申　込　当日受付
※月例大会が雨で中止の場合は翌週に変更

●エンジョイテニス（夜間）
日　時　5月1日、15日(各月曜日)

午後6時～9時
場　所　テニスコート（雨天体育館）
対象者　18歳以上
参加料　500円　
申　込　当日受付

●障がい者スポーツのつどい
日　時　5月9日（火）　午後1時30分～3時30分
場　所　体育館
対象者　障がいのある方、介護者およびその家族
参加料　無料

文化・スポーツ
丹波自然運動公園からのお知らせ

内　容　卓球バレー、グラウンド・ゴルフ、ボッチャ、
フライングディスクなど

申　込　当日受付
●太極拳教室
日　時　5月12日（金）　午後2時～4時
場　所　体育館
対象者　どなたでも
参加料　500円
内　容　太極拳の基礎を学ぶ
申　込　当日受付

●第1回　親子ヨガ教室
日　時　5月21日（日）　午前10時～11時30分
場　所　ピクニックの丘（園内敷地）
対象者　幼児（3歳～）とその保護者
内　容　親子でヨガを楽しもう
参加料　1,000円/1組
定　員　15組
申　込　4月21日（金）～5月21日（日）

●ヨガ教室
日　時　5月26日（金）　午後2時～4時
場　所　体育館
対象者　どなたでも
参加料　700円
内　容　ヨガの基礎を学ぶ
申　込　当日受付

●ツリークライミング教室
日　時　5月5日（金・祝）　午前10時～午後3時30分

（①午前10時～　②午後11時30分～
③午後1時～　④午後2時30分～）
※体験時間約60分

場　所　こどもの広場
対象者　小・中学生
参加料　1,500円
定　員　各回15人
内　容　専用のロープを使って大きな木に登る
申　込　5月5日（祝・金）まで
※定員になり次第受付終了

●テニス教室１期（夜間）
日　時　6月5日～7月24日の毎週月曜日（全8回）

午後７時～９時
場　所　テニスコート（雨天時体育館）
対象者　18歳以上（初心者・初級者対象）
参加料　7,000円
定　員　20人
申　込　5月5日（祝・金）～

6月5日（月）

申込：住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、希望の
事業名を記入のうえ、下記まで。

※当日受付の事業は申込み不要

試験・求人

　問：丹波自然運動公園
℡0771－82－1045
℻0771－82－0480
E-mail : kouen@
kyoto-tanbapark.or.jp 丹波自然運動公園の

ホームページはこちら

道の駅「和」道路情報センター「伝統芸能常設館」の
定期公演・発表会および展示コーナーについてご案内
します。
　定期公演・発表会
●4月22日（土）　開演　午後1時30分
【伝統芸能】和知人形浄瑠璃会
【文化サークル】なみすい～京丹波吹奏楽団～

問：道の駅「和」　℡0771－84－1008

伝統芸能常設館からのお知らせ

　大会
●第69回グラウンド・ゴルフ大会
日　時　5月23日（火）　午前9時～
場　所　陸上競技場・補助競技場
対象者　どなたでも
参加料　2,000円（弁当・茶付）
定　員　288人（予定）
申　込　4月23日（日）　午前9時～ 
FAX、メール、はがきで受付（団体申込可）

●第27回ゲートボール大会
日　時　5月30日（火）　午前９時～
場　所　陸上競技場
対象者　どなたでも
参加料　3,000円（1チーム）
定　員　32チーム
申　込　4月30日（日）～5月24日（水）

イベント
●おでかけWAWAWA in 京丹波 Vol.3
日　時　5月3日（水・祝）・4日（木・祝）

午前10時～午後3時
場　所　こどもの広場
内　容　楽しいワークショップや手作り品の販売、

キッチンカーでの販売など

●丹波ちびっこまつり
日　時　5月5日（金・祝）　午前10時～午後3時
場　所　こどもの広場、体育館周辺
内　容　この日だけは子どもたちが主役！

楽しいステージコーナー、クラフトコーナー
など、おもしろいこと盛りだくさん！

●世界のあおぞら0丁目
日　時　5月6日（土）・7日（日）

午前10時～午後3時
場　所　こどもの広場
内　容　大型トランポリン、アクアボール（予定）　ほか

詳しい内容は求人者欄の担当まで
掲載申込先：商工観光課　℡82－3809

●丹波ワインハウス
　（京丹波町豊田千原83）
℡82-2003／担当　木戸
職　　種　販売スタッフおよびホ－ルスタッフ
賃　　金　時給1,000円～
就労日数　週1日からOK（土日祝勤務大歓迎）
就労時間　1日3時間以内OK

シフト制（実働３～６時間：随時相談）
午前９時～午後５時の間で変動

町の雇用対策の一環として、町内事業所などから
情報提供のあったものを掲載しています。求人

相談

●くらしの困りごと相談（人権・行政など）
日時　5月1日（月）　午後1時～3時
場所　京丹波町健康管理センター

●無料法律相談
日時　5月1日（月）　午後1時～午後3時30分
場所　京丹波町健康管理センター

※いずれも無料。弁護士法律相談は要予約。
※就労に向けてさまざまな問題を抱え、生活に困窮され
ている方の相談も受け付けています。

　問・予約：京丹波町社会福祉協議会　丹波支所
℡82－0126

くらしの困りごと相談（法律・人権・行政など）
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お知らせ版広報
京丹波

相談

●日　　時　６月９日（金）
午前9時45分～10時55分

●場　　所　園部文化会館「アスエルそのべ」
●内　　容　整形外科医療相談・補装具相談
●申込期限　６月２日（金）
※要予約
※身体障害者手帳をお持ちでない方も相談を受けていた
だけますが、手帳の申請のための診断はできません。

問・申込：福祉支援課　℡82－1800

女性のための相談

女性が元気でイキイキと毎日が過ごせるよう、女
性の専門相談員による「女性のための相談」を実施
します。夫婦や親子、親戚、地域や職場などの人間関
係、育児や教育、老後のこと、夫や恋人からの暴力や
暴言、そのほか自分がつらいと思っていることなど、
ひとりで悩まないで気軽に相談してください。相談
は無料で、秘密は守られます。
●5月の相談日　5月19日（金）
①午後0時30分～1時20分
②午後1時30分～2時20分
③午後2時30分～3時20分

※要予約
※詳細は予約時にお伝えします。

問・予約：住民課　℡82－3803

税金に関する相談を税理士が応じます。相談は、完
全予約制で1人あたり30分まで。パソコンによるウェブ
会議システムを活用した税務相談（非対面型）です。
●日時場所
　5月11日（木）園部納税協会1階　会議室
　18日（木）亀岡商工会議所（ガレリアかめおか内）
　25日（木）園部納税協会1階　会議室

※時間はいずれも　午後1時30分～4時30分
※要予約。相談日の前週木曜日の午前中まで。
　5月11日の予約は5月2日まで。
※近畿税理士会（園部支部会員）が相談に応じます。

問・予約：園部納税協会　℡0771－62－0039

無料税務相談子育て

勉学に対する意思の強固な学生・生徒であって経
済的理由により修学が困難な方に対し、学資の支給
など、育英上必要な措置を行い、有能な人材を育成す
ることを目的として、京丹波町育英生を募集します。
●育英生の資格（すべてに該当する方）
（１）本町に住民登録を有する方（就学により、他の

市町村に住民登録した者を含む）であって、育
英生の保護者が住民登録をし、申請日を基準と
して過去１年以上現住する方。

（２）勉学に対する意志が強固である方。
（３）学資の支出が困難と認められる方（前年収入額

が生活保護基準の２倍以内であること）。
（４）次に掲げる学校のひとつに在学している方。

ア 国公私立高等学校
イ 国公私立大学
ウ 看護または保健師専門学校
エ 農業または林業大学校
オ その他評議員会において、アからエに準ずる
と認める学校

●育英生の決定および支給額
　育英生の決定は、京丹波町育英基金条例施行規則
に基づき予算の範囲内において、京丹波町育英資金
評議員会で審査の上決定します。支給額は、支給金額
基準に基づき支給します。
●必要書類・出願手続
（１）育英生願書（様式第１号）　
（２）住民票（育英生と保護者世帯分）
（３）申請人等の課税証明に係る委任状
（４）在学証明書（現在、在学している学校長の証明書）
（５）学業成績証明書（前年度の学業成績の証明（厳封））
（６）作文：本人が書いた800字作文（400字原稿2枚分）
（作文テーマ）
高等学校1年生：「高校で頑張りたいこと」
高等学校2・3年生：「高校で頑張っていること」
高等学校以外：「私の将来の夢」

●願書受付
場所　町教育委員会学校教育課（和知支所内）、

丹波分室、瑞穂分室
期間　5月1日（月）～31日（水）（土日・祝日除く）
時間　午前9時～午後5時

※昨年度に引き続き出願する場合も、必要書類を提出し
てください。
※8月中旬に育英生を決定し、８月下旬に申請者全員へ結
果を通知します。

問：町教育委員会　学校教育課　℡84－0028

京丹波町育英生を募集します

京都府家庭支援総合センターによる
身体障害者巡回更生相談

消費生活専門相談員による
消費生活相談

電話による相談のほか、面談相談（要予約）もでき
ます。メールでの相談は受付けていません。
●相談事例
商品の契約に係るトラブル、クーリングオフの方
法、販売業者とのトラブル、借金問題など

●5月の相談日
10日（水）、11日(木）、17日（水）、18日（木）、
24日（水）、25日（木）、31日（水）

●相談受付時間　午前9時30分～午後4時
●相談場所　　   住民課
●相談電話番号　℡82－3803

南丹市の相談窓口も利用できます
●相　談　日　月曜日・火曜日・金曜日
●受 付 時 間　午前9時～午後4時
●相談電話番号　℡0771－68－0100

（南丹市商工課内）

～消費者ホットライン188番（局番なし）～
いやや！

不登校やひきこもり傾向にある方とその家族に、個
別で相談できる機会を提供し、社会的自立を支援する
相談会です。
●対 象 者　不登校やひきこもり状態にある方とその家族
●相談日時　5月25日（木）　午後3時～5時
●相談場所　瑞穂保健福祉センター１階　相談室
※要予約

問・予約：地域活動支援センターさんぽ
℡86－0062

「チーム絆」による不登校・ひきこもり相談

司法書士による登記・法律・多重債務相談

●日　時　5月6日（土）　午後1時～4時
●場　所　道の駅 丹波マーケス コミュニティホール
●内　容　登記・法律・多重債務の相談
※無料、要予約

　問：京都司法書士会　総合相談センター
℡075－255－2566

お子さまのことで気になることなどがありましたら、
お気軽に健康推進課までお問い合わせください。
●すくすく相談（作業療法士）
5月9日（火）午後、5月24日（水）午後

●たんぽぽ相談（臨床心理士）
5月26日（金）午前・午後、5月30日（火）午前

●思春期相談（公認心理師）　5月10日（水）午後
※要予約。無料

問：健康推進課　℡86－1800

発達相談

京都府では、府内の母子家庭の福祉を増進するため、
養育や教育経費の奨学金を支給しています。母子家
庭奨学金などの受給手続きは毎年必要です。
●対象者
母子家庭で、高校生以下の児童を養育している人
（夫が重度障害者の場合は所得により受給可）
●支給額

※高等学校入学支度金　35,000円
●申込方法
母子家庭奨学金等支給申請書に必要事項を記入・
押印し提出してください。

※ひとり親家庭福祉推進員または民生児童委員の証明が
必要です。
※高校生は、学校長の在学証明が必要です。
●提出先　福祉支援課

瑞穂支所
和知支所

●申込期限
1年間分の支給は、5月31日（水）まで。
6月1日以降の申請は、申請月の翌月から月割り支
給となります。

●その他
京都府奨学のための給付金が支給される方の母子
家庭奨学金は、給付金との差額が支給されます。

問：府南丹保健所　福祉課　℡0771-62－0361
福祉支援課　℡82－1800

母子家庭奨学金支給

対象児童

乳幼児

小学生

中学生

高校生

支給額（1人あたり、年額）

11,000円

21,500円

43,000円

64,000円
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図書館のご案内

●開館日時
図書館 開館曜日 開館時間

①中央館

②こだち図書

③瑞穂分館

火～土曜日

火～土曜日

午前９時～午後５時

火・水・金曜日

木・土・日曜日

午前９時～午後７時

午前9時～午後5時
（日曜日のみ正午～
午後1時は昼休み）

午前9時～午後5時
（正午～午後1時は休館）

④和知分館 火～土曜日 午前10時～午後6時
（正午～午後1時は休館）

お知らせ版広報
京丹波

【催しのご案内】
◆新緑の山野草展 4月29日(土)～5月7日(日)
◆野の花めぐり 5月7日(日)　10時30分～
◆山野草展示即売 5月13日(土)～21日(日)
◆サボテン・多肉植物展示即売
   5月25日（木）～28日（日）
【園内見ごろ情報】
エビネ・カラタネオガタマ・シラン・スイレン・チョウジ
ソウ・ツツジ類・ナンテンハギ・フタリシズカ・ウツギ
類・スミレ類など
【山野草の紹介】シラン
ラン科のシラン属で鉢植え
でも庭植えでも育てやすい
植物です。5月頃にピンク色
や白色の花を咲かせます。
花が可愛く育てやすいので、人気の植物です。また種
からも増えやすいので、育種家が交配させた種類もた
くさん販売されています。5月は散策するのにとって
もいい季節です。新緑もあわせてお楽しみください。
開園時間：午前9時～午後5時（入園は午後4時まで）
休 園 日：毎週火曜日

（火曜日が祝日の場合は営業、翌水曜日が休
園。ゴールデンウィークは無休です。）

入 園 料：大人310円、子ども210円
※山野草苗・花苗の販売、寄せ植え・苔玉などの体験教
室などもできます（体験教室は要予約）。
※管理棟および温室までは無料。

　問：わち山野草の森　℡84-2041

自然との共生を感じる森
わち山野草の森情報コーナー

日（Sun） 月（Mon） 火（Tue） 水（Wed） 木（Thu） 金（Fri） 土（Sat）

【注】「○○○セ」は「○○○センター」の略

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、予定される事業が延期または中止となる場合があります。
　当日参加の事業については、参加される前にお問い合わせください。 問：健康推進課　℡86－1800

1
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28
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3
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31

4
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5

12

19

26

6

13

20

27

リフレッシュ体操教室
午後1時30分～
健康管理セ
リフレッシュ体操教室
午後1時30分～
健康管理セ

こころの健康相談
（要予約）
午前9時30分～
瑞穂保健福祉セ

リフレッシュ体操教室
午後1時30分～
健康管理セ

こころの健康相談
（要予約）
午前9時30分～
瑞穂保健福祉セ

5月の健康カレンダー

京丹波町子育て支援センターからの
お知らせ

［子育て支援ルーム開放日］
●京丹波町子育て支援センター
日　　時　火・木・金曜日

午前9時30分～午後2時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター

●たんばこども園
日　　時　水曜日　午前9時30分～午後2時30分
場　　所　たんばこども園 

●わちこども園
日　　時　木曜日　午前9時30分～午後2時30分
場　　所　わちこども園

●みずほこども園
日　　時　金曜日

午前9時30分～午後2時30分
場　　所　山村開発センターみずほ 

［にこにこひろば］
●親子でミュージックケア①
日　　時　5月18日（木）　午前10時～11時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター
参 加 費　無料
申込締切　15組（定員になり次第締切）

［のびのびこそだて］
●おやこでことえほん
　～親子で楽しむ絵本の読み聞かせとお箏の演奏～
日　　時　5月26日（金）　午前10時～11時30分
場　　所　役場　防災会議室
参 加 費　無料
申込締切　15組（定員になり次第締切）

※京丹波町子育て支援センターの開放日、事業の日程は
「子育てるんるんカレンダー」にて随時更新中。 

　問：京丹波町子育て支援センター
℡090－1892－2774

 

妊婦・乳幼児相談
午前10時～
わちこども園

マタニティ・産後ヨガ教室
（要予約）
午前10時～
子育て支援セ

乳児後期健診
午後1時～
瑞穂保健福祉セ

ベビーマッサージ教室
（要予約）
午前10時～
子育て支援セ

3歳児健診
午後1時～
瑞穂保健福祉セ

離乳食教室（中期後期）
（要予約）
午前9時45分～
瑞穂保健福祉セ

こと

※祝日および毎月最終木曜日は全館休館。
問：①℡82－0988
②℡82－3850
③℡88－0506
④℡84－2081

京丹波町図書館になりました

梅田、三ノ宮、質美
公民館の図書室
は、4月、5月はこ
れまで通り、開室
しています。

子育てるんるん
カレンダー
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FLASH KYOTAMBA TOWN ALBUM 2023 KYOTAMBA TOWN ALBUM 2023 FLASH
そ
ば
を
使
っ
た
新
メ
ニ
ュ
ー

●専
門
学
生
と
地
元
店
主
が
共
同
開
発

府
内
最
大
の
そ
ば
産
地
で
あ
る
京
都

丹
波
地
域
に
お
い
て
、そ
ば
を
魅
力
あ

る
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
よ
う
と
、京
都

栄
養
医
療
専
門
学
校
の
学
生
と
地
元

店
舗
の
店
主
ら
が
共
同
で
、そ
ば
を
使
っ

た
新
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
。３
月
２
日
に
道

の
駅
「
京
丹
波 

味
夢
の
里
」で
新
メ

ニ
ュ
ー
の
開
発
発
表
会
が
行
わ
れ
、そ
ば

プ
リ
ン
や
そ
ば
ま
ん
じ
ゅ
う
、そ
ば
レ
モ

ン
ケ
ー
キ
な
ど
の
商
品
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。今
後
、商
品
化
に
向
け
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

「
蹴
鞠
の
里
　
京
丹
波
町
」を

め
ざ
し
て

●京
丹
波
町
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

日
本
の
伝
統
的
な
球
技
「
蹴
鞠
」を

学
ぶ
講
演
と
体
験
の
内
容
で
、京
丹
波

町
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
３
月
11
日
、

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
み
ず
ほ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。町
内
で
鞠
を
つ
く
る
鞠
師

の
池
田
遊
達
さ
ん
（
け
ま
り
鞠
遊
会

代
表
）ら
に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、参
加
者

が
蹴
鞠
に
挑
戦
す
る
体
験
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

新メニューを試食して感想を述べあう学生ら

蹴り上げは、膝を曲げずにうるわしく伊澤町長（左）に国保京丹波町病院を案内する畠中町長

そばを使った開発メニューの数々

答申書を手渡す大塚会長（中央）と佐藤副会長（左）

拍子木やカスタネットをたたいて
防火を呼び掛ける園児

拍
子
木
カ
ン
カ
ン「
火
の
用
心
」

●園
児
ら
が
防
火
パ
レ
ー
ド

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の一
環
で
、

園
部
消
防
署
員
と
た
ん
ば
こ
ど
も
園
の

園
児
ら
が
、須
知
区
の
商
店
街
な
ど
で

街
頭
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

園
児
ら
は
、保
護
者
や
地
域
住
民
が
沿

道
で
見
守
る
な
か
、約
１
・
５
ｋ
ｍ
の
道

の
り
を
歩
き
、元
気
い
っ
ぱ
い
防
火
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

子
ど
も
子
育
て
審
議
会

●答
申
書
提
出

京
丹
波
町
子
ど
も
・
子
育
て
審
議
会

の
大
塚
正
広
会
長
と
佐
藤
明
美
副
会

長
が
３
月
３
日
、子
ど
も
・
子
育
て
支

援
計
画
に
つ
い
て
の
答
申
書
を
畠
中
源

一
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。答
申
書
に

は
、時
代
に
合
っ
た
子
育
て
環
境
づ
く

り
お
よ
び
京
丹
波
町
に
お
け
る
子
育
て

環
境
の
強
み
を
発
信
す
る
た
め
の
取
組

み
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ま
と
め
ら

れ
ま
し
た
。畠
中
町
長
は
「
積
極
的
に

議
論
い
た
だ
い
た
。子
育
て
の
取
り
組

み
を
自
慢
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
に
し
て

い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

瑞
穂
支
所
移
転

●瑞
穂
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
で
業
務

は
じ
ま
る

役
場
瑞
穂
支
所
が
瑞
穂
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
和
田
区
）内
に
移
転
し
、3
月

27
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。午

前
８
時
に
開
所
式
が
行
わ
れ
、畠
中
町

長
ら
が
、新
た
に
設
置
さ
れ
た
支
所
看
板

の
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。

旧
瑞
穂
支
所
は
、築
60
年
以
上
が
経

過
し
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
こ
と
な
ど

が
課
題
と
な
っ
て
お
り
移
転
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

友
好
町
福
島
県
双
葉
町
よ
り

●双
葉
町
長
が
町
内
視
察

友
好
町
で
あ
る
福
島
県
双
葉
町
か
ら

３
月
27
日
、伊
澤
史
朗
町
長
が
本
町
を

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。畠
中
町
長
と
再
会

を
果
た
し
、近
況
報
告
を
行
っ
た
あ
と
、

町
内
の
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。今

後
、京
丹
波
町
と
双
葉
町
の
交
流
事
業

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、畠
中
町
長
は
、町

民
同
士
の
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
を

再
確
認
し
ま
し
た
。

ま
り   

し

け   

ま
り

い
け   

だ   

ゆ
う  

た
つ

き
く  

ゆ
う  

か
い

支所看板を除幕する町長ら

閉庁式で降納される町旗、国旗を見守る職員ら新しい瑞穂支所窓口（瑞穂保健福祉センター内）

い   

ざ
わ   

し   

ろ
う

さ   

と
う 

あ
け   

みは
た
け
な
か 

げ
ん

お
お 

つ
か  

ま
さ  

ひ
ろ

い
ち
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FLASH KYOTAMBA TOWN ALBUM 2023

 人　口 12,876 （－55）
 男 6,143 （－25）
 女 6,733 （－30）
 世帯数 6,136 （－1）
4月1日現在／（    ）は前月比

KYOTAMBA TOWN ALBUM 2023

＊寄付者の了解を得ている方のみ掲載しています。
 

ふるさと応援寄付金

募金の受付状況（令和5年3月31日現在）

［令和5年2月］ 3,957千円/276件
［令和４年度累計］
 215,815,998円/12,550件

2月の寄付者　＊敬称略

片山 山治 青木 雅且
上田 直也 小林 　中
池田 正毅

わたしたちの町

FLASH

編集後記
町営バスに乗って取材中「次の駅で乗客がある
かも」と運転手。なんでそんなん分かるんやろと
思っていると、本当に乗客がありました。運転手
は、バスを利用する常連さんの顔や乗車する曜
日や時間、行き先まで覚えている様子。地域を見
守る役目を果たしている運転手がいることも町
営バスの強みだと実感した瞬間でした。　S.U. 行

政
相
談
委
員

（
委
嘱
期
間　
令
和
５
年
４
月
１
日

〜
令
和
７
年
３
月
31
日
）

長
谷
川　
博
文（
再
任
）

野
間　
広
和　
（
再
任
）

岡
本　
英
子　
（
新
任
）

人
の
動
き

（
敬
称
略
）

赤ちゃん紹介コーナー 

竹瀬　獅子ちゃん
（潤・法子）

蒲生区／R5.1.31生

たけ   せ              れ     お

春
が
や
っ
て
き
ま
し
た

●役
場
庁
舎
に
彩
り
添
え
る
梅
満
開

役
場
庁
舎
に
植
え
ら
れ
た
梅
の

花
が
、３
月
20
日
頃
に
満
開
を
迎
え

ま
し
た
。こ
の
梅
は
、令
和
３
年
８

月
に
、役
場
庁
舎
の
竣
工
に
む
け
た

記
念
品
と
し
て
、曽
根
区
の
岩
崎
壽

一
さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
、１

本
の
木
か
ら
白
や
紅
、淡
紅
色
な
ど

の
花
を
咲
き
分
け
る「
思
い
の
ま
ま
」

と
い
う
品
種
。満
開
の
梅
に
、来
庁

者
は
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

升
谷
白
山
神
社

●地
域
住
民
で
絵
馬
新
調

升
谷
区
に
あ
る
升
谷
白
山
神
社

の
絵
馬
が
新
調
さ
れ
ま
し
た
。絵
馬

は
、江
戸
時
代
の
寛
政
５
年
（
１
７

９
３
年
）に
作
ら
れ
た
も
の
で
、長

年
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。新
調
に
あ
た
っ
て
は
、地
元
の

木
材
を
活
用
し
て
キ
ャ
ン
バ
ス
が
作

ら
れ
、絵
画
や
習
字
な
ど
、升
谷
区

民
ら
で
手
掛
け
ま
し
た
。

絵
画
を
描
い
た
野
間
正
幸
さ
ん

は
「
絵
馬
に
何
が
書
か
れ
て
い
た

の
か
、考
え
な
が
ら
描
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
親

し
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
た
か
ら
に
贈
る

〝
●京
丹
波
町
ぬ
く
森
の
イ
ス
〞づ
く
り

町
内
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
へ
贈

る
「
京
丹
波
町
ぬ
く
森
の
イ
ス
」の

仕
上
げ
作
業
が
３
月
26
日
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、町
内
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
町
内

産
ヒ
ノ
キ
を
使
っ
た
イ
ス
を
贈
る
取

り
組
み
で
、平
成
26
年
度
か
ら
続
け

て
い
る
も
の
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
11
人

が
分
担
し
て
、１
脚
ず
つ
丁
寧
に
組

み
立
て
、55
脚
を
仕
上
げ
ま
し
た
。イ

笑
顔
あ
ふ
れ
る
番
組
へ

●町
自
主
放
送
番
組
の
基
準
、計
画
策
定

京
丹
波
町
番
組
審
議
会
は
、昨
年

11
月
14
日
付
け
で
諮
問
さ
れ
て
い
た

「
京
丹
波
町
自
主
放
送
番
組
の
基
準

及
び
基
本
計
画
の
制
定
」に
つ
い
て
の

答
申
を
ま
と
め
、金
延
英
樹
会
長
と

野
瀬
千
鶴
子
副
会
長
が
畠
中
町
長

に
答
申
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

今
回
制
定
さ
れ
た
、基
準
や
計
画

に
基
づ
き
、本
町
で
は
、ま
ち
独
自

の
特
色
あ
る
番
組
が
、質
と
量
と
も

に
充
実
し
、町
民
に
愛
さ
れ
続
け
る

も
の
に
な
る
よ
う
、制
作
、放
送
を

行
い
ま
す
。

い
わ 

さ
き  

と
し 

春を告げる満開の梅答申書を提出する金延会長（中央）と野瀬副会長（左）

か
ず

か
ね 

の
ぶ  

ひ
で   

き

の    

せ    

ち    

づ    

こ

庁舎前で行われた除幕式

ど
ー
も
、桜
が
咲
い
て
い
る
の
を
見
る
と
綺
麗

だ
な
と
思
う
の
と
同
時
に
散
る
儚
さ
を
感
じ
て
し

ま
う
木
下
弱
で
す
。

2
月
に
須
知
高
校
の
食
品
加
工
コ
ー
ス
の
穀

物
加
工
専
攻
の
2
年
生
の
授
業
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

3
年
生
に
な
っ
て
か
ら
の
1
年
間
で
、加
工
品
を
作
っ
て

販
売
す
る
と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
、そ
の
作
る
加

工
品
を
何
に
す
る
の
か
考
え
る
と
い
う
授
業
で
し
た
。

何
を
作
る
か
の
ア
イ
デ
ア
出
し
は
マ
フ
ィ
ン
や
マ
カ
ロ
ン

な
ど
色
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
出
ま
し
た
。京
丹
波
町
ら
し
さ

を
出
す
た
め
に
小
豆
な
ど
の
特
産
品
を
使
う
と
い
う
案

や
、映
え
る
か
わ
い
ら
し
い
見
た
目
に
し
て
若
い
世
代
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
な
ど
色
ん
な
案
が
出
て
企
業
の
商
品

開
発
会
議
に
参
加
し
て
い
る
か
の
様
な
話
し
合
い
に
な
り

ま
し
た
。

何
を
作
る
か
は
今
回
の
授
業
で
は
ま
だ
決
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、京
丹
波
町
の
お
土
産
と
い
え
ば
こ
れ
！
と
い

う
も
の
を
目
指
す
事
は
決
ま
り
、次
に
繋
が
る
最
高
の
内

容
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
な
ん
と
、僕
も
課
題
研
究
の
授
業
に
こ
れ
か
ら

も
参
加
し
て
加
工
品
を
作
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

く
事
に
な
り
ま
し
た
！
こ
れ
か
ら
1
年
間
穀
物
専
攻
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
り
ま
す
！

皆
さ
ん
、須
知
高
校
穀
物
専
攻
の
製
作
す
る
加
工
品
期

待
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
！
そ

し
て
出
来
上
が
っ
て
販
売
す
る

際
は
ぜ
ひ
買
っ
て
く
だ
さ
い
！

今
後
の
動
向
を
楽
し
み
に

し
て
く
だ
さ
い
！

京
丹
波
は
え
え
と
こ
ー
！

須
知
高
校
の

生
徒
さ
ん
と
一
緒
に

地域おこし協力隊
今月の弱のつぶやき

じゃく

新調された絵馬慎重に作業する岩井さんら

京丹波町ぬく森のイス

ス
づ
く
り
に
参
加
し
た
岩
井
悠
人
さ

ん
は
「
先
人
が
植
え
た
木
が
、イ
ス
と

な
っ
て
赤
ち
ゃ
ん
に
届
く
素
晴
ら
し
い

取
組
み
。末
永
く
大
事
に
使
っ
て
く
れ

た
ら
う
れ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

い
わ   

い   

ゆ
う  

と

の    

ま   

ま
さ 

ゆ
き

町
内
企
業
が
集
う

●産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
交
流
会
開
催

町
内
企
業
や
行
政
、金
融
機
関
や

学
校
な
ど
で
構
成
す
る
「
京
丹
波
町

産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
交
流
会
が
３

月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。基
調
講

演
と
し
て
、京
丹
波
町
政
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
佐
藤
晋
太
郎
さ
ん
が
、都
市
・

地
方
格
差
に
直
面
す
る
企
業
が
ど
う

向
き
合
う
か
に
つ
い
て
講
演
。地
元
に

根
差
し
た
採
用
戦
略
を
立
て
る
こ
と

や
、D
X
の
取
組
み
に
よ
る
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出
が
見
込
め
る

こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。ま

基調講演の様子

さ  

と
う 

し
ん  

た  

ろ
う

は
く 

さ
ん

た
、参
加
企
業
が
名
刺
交
換
を
行
い
、

事
業
内
容
や
技
術
に
関
す
る
情
報
交

換
を
し
て
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

役場広場で時を刻む
ポール式時計設置

役場前の広場に３月
27日、ポール式時計を
設置し、除幕式を執り
行いました。

「あなた」はこの世で唯一の「あなた」
三笠書房「こころが楽になるほっとする言葉」より

今月のほっとする言葉

トルコ・シリア地震救援金
 59,349円

ウクライナ人道危機救援金
 167,725円
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町立こども園卒園児
たんばこども園 45人
みずほこども園 25人
わちこども園 11人

町立小学校卒業生
丹波ひかり小  35人
下山小 7人
瑞穂小 19人

竹野小 5人
和知小 14人

町立中学校卒業生
蒲生野中 47人
瑞穂中 23人
和知中 13人
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